
.左京十一条三坊の調査一第81干 8次

t ギヲ山東麓の調査(第81・7次)

はじめに

この調読は住宅新築に伴う事前調究として、 lリJU芥十l

苫のギデ山東麓で実施した。調査区lま米国12.5m、南北

4 m に設定し、のち一部拡張し た。 ~M1t而HH.t. 68m'。

ギテ山}.';i辺では、 ニれまでに北・米辺で小規模な川代

を実施 している。顕著な追怖は検出していないが、大1

大寺式の軒瓦カがt出土しfたJりi、表採されておりi、近〈いにこ斗上瓦工

窯もし〈は寺院 (~芯IiJi鹿i苑E寺) の存存a在カがf-l椛{佐E訂帥附i札訓測u山削lドtlJ~さF れてきた。

今回の制ヂu也は畑地で凹は約 1m私!2.れ、対IU也 (ITi'，18 
-15m)を隔ててギタ山の麓になり、京は村道小山前線

をはさみ、 一段低いノド問になる。後述のよ うに今回検出

の建物柱穴は調査区の西に延びており、西の畑地の少な

くとも来半部は後世ーに蛾土されたと1([;定できる。また、

調査地の州地は現在は l枚だが、かつては3枚以上に分

かれていたことが旧水路 (S03734-3736・3738)の作イE

や床土のレベルからわかる。西3分の2が?::j<、及川1・

東北部は、これより0.2-0.3m低L、。

府rr;
耕土 ・床土(厚さ0.2-0.4m)の直下は、西南隅が花

i均岩j風化土の地山、以来は聞が灰白色粘土i昆り赤制色村

質土、束力T灰白 ・赤柑色粘ーl二j昆りl培武氏禍色土の繋地t

1 1:.なる。務I也土 LI二而のレベノレは、 ilY端で92.3m、見〈

端で92.1m 0 }平さは、京に次第に厚〈、末端でおJO.4mあ

る。型在地土 1の下は、調査区北辺を師0.6m掘り下げて雌

認した。四半が賞褐色粘'l1:二七、東半カf，}J~柑色粘土a..\ り茶

褐色粘'l~土(軽地土 2) 0 J二而のレベノレは酋端で92.3m、

東端で91.7mであり、*にゆるやかに傾斜する。調子f区

の北西山で深〈掘り下げたところによると、路地土2は

厚い tころで約0.4mあり、この下には厚さ約0.4mの灰

白 ・ 赤褐色粘土i昆り武制色粘質土の務地土 3 があり、 /)J~

褐色粘土の地山に至る。J也山は約20度の傾斜で東北方向

に落ちており、整地土 2・3も京下りになっている。

聖在地-1二11ま飛鳥 Iの土器を含む。後述のよう に路地土

2のJて|伺から掘り込まれた炭i昆り 土坑SX3752からも飛

nIの土器が出こlニしており、整地土 lの造成は 7世紀前

半かやや遅れるl時期l:.-IW定できる。艶I也土2・3からは

造物が.'1'，土していない。SX37521J仁七土綜からは、 7世-紀

前半以Ijijとなるが、 部JWJ也南方の'，ItJ王京方遺跡や'市丘北

方追跡の調査成果からする と、 71止紀前半のなかに納ま

る可能性が高L、。盤地土 31主上l而て、遺構を検t1'，しておら

ず、経J也土 2と同l時JUfの務地と考えるべきかもしれない。

遺構

造柿は、整地土 1のJて而と、軽地土 2の上而で検出し

た。それぞれぞ上M追柿t下府遺構とl呼ぶ。下!日泣椛の

年代は 71吐紀前半頃、上!日遺構のil~代は 7 世紀前半以降

で、 ー古11は調査区内の制附:などで、 LI'，こ1:した土器から 9
世紀に人る可能性がある。

下層遺構掘立柱穴 H~l l:.斜行税S03750 ・ 3751、保温り

土坑SX3752がある。L、ずれも上1Mの整地土を部分的に掘

り下げて検出Iしたため、不明11京な点が多い。

掘立位穴 3 11~1は制査区東辺で検出。 北の 2 個は重なり、

2 時期にわたるが、建物か塀かは不lリ] 。 北の 2 11~1の柱穴

の北にも務ち込みがあるが、浅い土坑のよ うである。

斜行I!YJ:S03750・37511.t.、調査区の西辺で検出した京揃

滅。S03750の幅は約1.0m、i奈さは約0.6m。柱穴の断ち

;りIJりによって、調査区南端にも延びている こtを確認。

ほのレベルは南が15cm私11fJi〈、北に流れていたと折t定で

きる。北に其直ぐに延dfすると、ギテ山の北京鎚をかす

める こ とになる 。 S03751の幅は約0 .6m o~IW扇は西が束よ

り約0.2m ~':j t 、 。 j!!í府からの深きはが)0.4m。同十iWlま北て、

西に20J主-30度の振れを?もってはlf平行する。IiIJ隔が約

0.4m 1:.近接しており、 H制Ujを巽に しようが、出土造物む

なく、新旧関係はlリiらかでない。

jえi昆り土坑SX3752は、 S03750の上に掘られた浅い土
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坑。東西の長さは約l.5m、i奈さは約0.2m。焼壁を含み、

炉の可能性もある。埋土からは飛鳥 Iの土器が出土。

上層遭構掘立柱建物S83730・3740・3741・3749、掘立

柱塀SA3748・3744、斜行泊lSD3745のほかに、建物か塀か

確定できない柱穴亨IJSX3720・3721・3728・3729・3739な

どがある。便宜上、調査区の四半と東半とに分けて記述

する。

調査区西半の掘立柱建物S83740は桁行4間以上、梁間

21mの東西棟。柱1mは桁行が約2.1m等111]、 梁lIiJが約l.4

m等問。方位は北で西に10度前後振れる。柱穴から飛鳥

IV-Vの土器が出土。7世紀末-8世紀初頭頃の建物だ

ろう。S83741はS83740と重なる位置にある南北棟。桁行

1間以上、梁間 21UJ。柱間は桁行約2.0m、梁間2.1m前

後。方位は北で西に20度-30度振れる。 S83749は東西に

並ぶ2i問の柱穴て¥柱間は枇定2.4m。四lまギア山があ

り、 31m以上にはならない。建物の可能性が高い。方住

は次のSA3748に近L、。掘立柱塀SA3748は2間以上の南

北塀。柱聞は約1.5m等IIrJ。方位はほぼ其南北である。

SA3744は2間以上の掘立柱塀。柱間(.:t.2.0-2.1m等JlIJ。

方位は北で酉に30度前後振れる。 この西のSD3745は索掘

りの斜行構。幅約0.4m、深さ約O.3m。場!土に 8'1止紀の

土器を含む。西lまギテ山がありJl直ぐには延びない。

東半の掘立柱1&物S83730は東西に並ぶ3佃の柱穴。中

央の柱穴が小さく南北棟の南婁の可能性が高い。駐IHJは

約1.7m等問。方位は次のSX3720などに近い。SX3720・

3721 は、 t~ぽ同じ位置で南北に並ぶ 2il百lの柱穴。 SX3720
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が古〈住穴も大きい。主I!て替えか。柱間はともに約2.7

m。方位はほぼ真南北。SX3728・3729もほぼ同じ位置で

南北に並ぶ位穴。SX3728が古L、。柱聞は約2.3m等IIfl。

SX3729は石を据えている。柱間は約1.5m。方位が北で束

に若干振れる。SX3737も南北に並ぶ柱穴。北の柱穴には

石を据えている。南の柱穴は水路でtl}~ されている。柱II\J

は約2.1m。礎石建ちかもしれない。

西半の迫構l立、新旧関係からSA3744→S83740・3741→

SD3745→SA3748と変避する。出土土器からみると

S83740が7世紀末頃から 8世紀初頭頃、 SD3745が8世

紀。 SA3744と同様に方位が大きく振れるS837411.:t.7世

紀前半~後半、 SA3748と同様に方位がn南北になる
S83749は奈良時代か、平安時代に入ろう。

東半の逃椛lま、新旧関係から、 S83730→SX3720→

SX3721、SX3728→SX37291:変避する。大半は方位が其

南北であり、藤原宮則以降、一部は平安時代に入るだろう。

まとめ

今回の調査では、 7世紀前半から平安時代に入る可能

性がある 8時期以上の遺構の存在が、ギア山東麓てはじ

めて明らかとなった。追跡の様相は南方の小盟国富と推

定される2・丘東方追跡や宙丘北方追跡と類似する。これ

らとの関係、あるいは藤原京の様相を究明する上で、今

後なお周辺の調査の進展がまたれる。なお、 今回の調jIt

1也でも、表土からではあるが、大官大寺式軒丸瓦6661B 

l点t若干の丸・ 平瓦が出土 している。大官大寺との関

連の究lリjも今後の諜姐である。 (毛利光俊彦)



2 雷E北方遺跡第7次調査 (第8唱・8次)

はじめに

本調査はm道昭!東和11宮停車場東口飛鳥線の新設に伴い
実絡した。調査地は首丘の北、 ギデ山とのlinの徴山地に

位置する。県道新設とそれに関連する既往の制査では、

7世紀後半に造営された大規模な主IE物群などがみつかっ

ている (r藤原概報22・23J)。今回の調査地の凶iWJで行っ

た第75-16次調査では、 7世紀前半の南北端や繋地用およ

び7-8世紀の建物などがみつかった (q，'制点概報26;)。

また、本調査区の束で実胞した第71-10次調査では、 7世

紀から平安時代初め までの造;怖がみつかっている(i"m制点

概報24J)。調査は、第75-16次調査区と第71-10次調査VII

区との間の迫構の状況をゆ!らかにす ることを主な目的 と

し、これらの調査区および第29-18次開査区と一部重観し

て調査区を設定した。調査而梢は667m'て‘ある。

基本層序 調査区の西部では耕土直下に花岡岩の岩撚風

化土がある 。 東部では成土、 ~ljt-土、床土、賞褐色粘土 (J也

山)の順に雄和する。包合JRは削平されてほとんE伐ら

ない。調査区東部にある地山の賀褐色粘土!日は西で岩盤

風化土の上にのっているので、本米この!習は西宮11にも広

がっていたが、後世の削平で失われたのだろう。岩撚JlftI.

化土の範囲は首丘とギデ山を結ぶ線上{こ位置する。地桃

検出は地山而で行い、一部艶地土!向上而て行った。

遺構

7世紀前半の遺構 北で商に振れる南北方向の追椛群で

ある。振れの角度は10度から25度のIlnにおさまる。掘立

柱建物 11:.掘立柱塀 8、講3、土坑多数がある。

技掘n立柱建物SB36661はま調査査.区南音部11て

m)λ、東西2引Ii問i悶円以上(位2.1m)九。南北4勿塀5好f.SA3661より新し t、、。

掘立柱塀塀今SA3祁67万5は淵査区束北部の南北j塀庶。3H¥I分を検

出。 柱間は北 1 1日] 目カ~2 . 1m、それ以外は1.8m。掘立校

塀SA3660はSA3675の間にあり、 これより新しい南北J)f(，。

71111分を検出し南北とも調査区外に延びる。i住掘形lま{也

の!fff.(二上lニベてi楽い。i住1mは1.8mで三Itから 5II¥J EI t.ごけカf

2.1 m。掘立柱塀SA3661はSA3660の困にある南北f)}fて¥

調査区南端で柱穴が失われているものの、 1l11¥J分を検出。

柱間は1.8m・2.1m'2.7mとぱらつく。SA3661の北から

2 1i1l目 には東西塀~SA3662がと り つ く 。 掘立柱塀SA3668

はSA36611:.重複し、これより新しい 3111]の南北Jfff.。柱1111

は2.1m。掘立柱j尻SA3667はSA3661の凶にある 311¥Jの南

北塀。柱1111は北 1fI日カr1.8m、1也はl.5 m 0 SB3666より新

しL、。tfil立柱J)}fSA3669はSB3666の四の南北塀。柱間は

1.2-1.8m。西側に東西J尻SA3670カfとりつく 。掠H立柱塀

SA3673は 2II¥Jの南北塀。柱 II¥Jは約 2mo SX3676は

SA3667の西側にあ り、一辺約 1mの隅丸方形の柱穴2i l~1 

とその中lillに小型の柱穴 1@が南北に並ぶ。柱IH12.1m等

lill。性格不明。

南北iWi:SD3671は上記の建物や塀の凶にある葉掘滞。新

旧2"寺Ju:Jある。下府のSD3671Aは後述の南北揃SD3674

を埋め立て、!苦l困ぞ~，在地した後に HH削される 。 溝底 !i北

で約0.4m下がる。上初のSD3671Bは講師 1mから2.5

m。北端で西iJ!1げごけに河原石を政み上げた護岸施設があ

る。SD3671Bは南端て"ii'i:1f，に折れて東西構SD3672につ

ながる。J-.府 ・下wtとも飛お Iの新しい段階の土師器と
須忠総が，'-1'，土 した。南北j背SD3674はSD3671の西にあり、

緩く湾111Iする。師0.8-1.5m、i奈さ0.5moSD3674を覆う

整地土用は、3UfWIて検出した掘立柱堺すべてのベースと

なっているのでSD3674は調査区内の追椛の中で最も時

期が古いが、 .'+'，土土器の様相は整地土用やSD3671と大き

な違いはない。

その他の遺構土坑SK3663は、調査区の束辺北部にあ

り、東は調査区外に広がる。南北8m 以上、 i奈さは約30

cm。飛ね I以降奈良時代末までの土器や瓦を出土。土坑

SK36641i、調査区北京隅にあるはば方形の土坑。東西約

5.5m、北辺は間交区外。i奈さ20-30cm。飛，臼I以降奈良

H寺代初めまで‘の土品や瓦をIl'，土。ニ仁坑SK3665は、SK3663

の図、倒立柱塀SA3660・3661と重桜する位置にある直径

約3mの不監円形土坑。:t.ill土に全体大から人頭大までの河

原石が大・111.に捨て込まれていた。検出而からl.4mまで掘

り下げたが、これらの石が井戸枠に組まれていた形跡は

なかった。 j.ill土から12世紀後半の瓦器腕、黒色土器椀、

羽費、 i超美窯陶器のほカ・石製硯や瓦ヵ~11'..:1二した。

:1¥土遺物

土器 飛鳥H寺代(飛鳥 1)から鎌倉H寺fにまで‘の土器が

I~土。な カ'でも南北構SD367 1 と SD3674およびSD3674 を

襲う挫地土!日 11'，.::1この土器は まとまりのある資本~I である。

SD3671からは、土師器杯C ' G、鉢、 27i杯G 、 ~A ・

B・C、7むや、須恵総杯G'H、鉢A、215杯H、也、 横

瓶な どが出土。SD3674カ・らは、土mriw，y.if:j杯G、ミニチュ
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3668、SA3661→S83666→SA3667、の変躍がある。だ

が、出土土器てはSD3674・3671に大きな時期差はなく、

共に飛鳥 Iの新しい段階でとらえられる。したがって、

SD3671にほぼ平行する籾SA3660やSA3661などもこれ

と同時j切だろう。

遺構分布からみると、 SD3671以西は迫怖が希薄だか

ら、この前:をその東方に展開する辿椛群の阿限施設tみ

ることもできる。 しかし、 SD3671は南端で西に折れ

SD3672に接続し、むしろ西側ぞ固い込む)~で掘削l されて

いる。さらに、 SD3671以西では検出した位穴のi奈さが2

~ 3 cmt.よらずで、後世の大きな削平のため泣棋が残らな

かったと考えるべきだ。丘陵基盤の花尚治風化土がj立附

検出而に露呈 していることも これに対応する。よって、

SA3660やSA3661はSD3671の東にある泣桃群の西を限
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る施設と考えたい。

これまでの周辺での淵究成果と比較すると、隣接する

第71-10次嗣査V.VII区だけでなく、南東の山山道第 1・

2次調査 (r藤原概報19・20J)でも、7世紀前半の地構

は北で西に振れる方位をもっ。'，[，'丘:lIミ)j追跡では 7世紀

後半にはほぼ兵南北の方位になっており、周辺でも同様

だ。一方、古丘からギ7111に:iiliなる丘陵を隔てた西{J!IJで

は7'j止紀Ijij半の泣栴はほぼ方位にのっている(第75-16次

調査 『藤原概報26J)。このような地点による組物方位の

述いは飛.r.~地域における Urbunazation、 つ まりは宮の所

在地とi菜い関わりがあるように思える。今回の調査では、

検/"1'，した掘立柱泣桝の多くをJbCf.t報告したが、その当否

を'含め今後の周辺でのfi11.j1i:にJUIf.'i-したL、。 (荒木浩司)

X=-I68.340 

X=一168.350

10m 

図19 第日ト日;欠調査遺憾図 1: 200 

d詩文研司王線/1997-11 21 


